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第4章 プロジェクトの評価 

4.1 事業実施のための前提条件 

(1) 用地取得 

本事業で実施される建設工事は、公道下への排水管の敷設、プノンペン都管理下の公園

敷地内における地下貯留槽、ポンプ場、機械式自動除塵機の建設である。工事実施期間中

は、安全な作業実施のために施工範囲を占有するため、交通整理等の対応は必要だが、工

事完了後には地上部を現状復旧して占有を解除する。したがって、本事業実施のための恒

久的な住民移転は発生しない。 

必要な用地取得としては、トルコーク地域における R315 排水幹線（ボックスカルバー

ト）がトルコーク 1ポンプ場に接続する箇所で 1軒の空き店舗の建物の撤去と民地の取得、

及び 1 軒の家屋の工事期間中の一時移転が必要になる。1 軒の空き店舗の撤去と土地収用

は、本事業の本体工事の入札までに完了していることが事業実施の前提条件となる。もう

1 軒の一時移転は、工事開始までに完了していることが事業実施の前提条件となる。 

その他、現場事務所、資材置場、仮置場、土捨場など建設作業に必要となる用地は、工

事着工前に DPWT によって手配が完了されていることが前提条件となる。 

(2) 建設許可 

プノンペン都内の道路及び公園の管理は、本事業の実施機関である DPWT の管轄であ

る。このため、公道部での排水管敷設、及び公園での地下貯留槽、ポンプ場、自動除塵機

の建設工事に関する許可はDPWTより円滑に発行されるので、困難さは特に発生しない。

これらの点は、過去の我が国による無償資金協力事業においても確認されている。 

(3) 初期環境影響評価承認取得 

本事業（JICA 環境社会配慮ガイドラインの環境カテゴリーでは「B」に分類）実施のた

め、カンボジア国の環境影響アセスメントの関連法規に従い、以下の手続きが必要となる。 

• 事業の面積が 5,000ha 未満の公共工事であることから、IEIA 調査を行う。 

• カンボジア国の環境省に登録された環境影響評価の専門コンサルタント会社に

IEIA 調査を委託する。 

• 200万ドルを超える事業規模であることから、環境省による IEIAの承認を受ける。 

上記のとおり、本事業の実施のためには、本事業に対する IEIA に対してカンボジア国

の環境省から承認を得ることが前提条件となる。 

第四次プノンペン洪水防御・排水改善計画準備調査では、現地再委託により IEIA 調査

を実施しており、調査団は IEIA 調査報告書を 2016 年 12 月中旬にプノンペン都に提出し、

プノンペン都は 2017 年 1 月にカンボジア国の環境省に IEIA 調査報告書を提出した。環境
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省による IEIA 審査には通常 2 ヶ月を必要とすることから、同 IEIA は 2017 年 2 月末から

3 月末頃の間に承認を受ける見込みである。 

(4) 円滑な事業実施のための前提条件 

本事業の建設工事の大部分は、プノンペン都内の公道で実施され、施工対象地域周辺に

は住宅、商店、レストランなどが多く存在する。したがって施工実施期間中は、これら周

辺住民や商店経営者に対して騒音・振動・粉塵の発生など負の影響を与えることが懸念さ

れる。このような負の影響が発生する工事に対して、付近住民や商店経営者から了承を取

り付けるため、DPWT は工事開始前に住民説明会を開催して、施工業者及び施工監理を担

当するコンサルタントと協力して、本事業の目的や予想される排水改善効果、工事内容や

期間などについて事前に説明し、工事実施に対する了承が確保されるよう、尽力すること

が求められる。 

4.2 プロジェクト全体計画達成のために必要な相手方投入（負担）事項 

プロジェクトの効果を発現・持続させるために相手国側が取り組むべき事項を以下に挙げる。 

(1) 適切な予算の確保 

プノンペン都の DPWT 傘下の DSD は、毎年プノンペン都に対して管路清掃の計画に基

づき予算請求をしているが、計画どおりの管路清掃作業遂行には、計画の内容に見合った

予算の割当てと執行が不可欠である。年間の管路清掃の計画作業量は毎年ほぼ一定である

ことから、計画作業量と整合性を確保できる予算額を毎年一定して割当てることが望まし

い。予算の執行についても、DSD の上位組織である DPWT による定期的な確認と、プノ

ンペン都への働きかけが必要である。 

(2) DSD 職員の育成及び能力開発 

DSD の、管路清掃作業を現場で指揮する職員、及び管路台帳に情報を入力する職員は、

排水施設の維持管理活動を効率的かつ円滑に実施するためのキーパーソンである。これら

の DSD 職員を積極的に育成し、その技術力を維持することが重要である。職員の異動等

が生じた場合でも、確実に管路清掃作業に関する技能を継承し、必要なマンパワーを確保

できるよう、若年層の職員を定期的に増員し、職員の教育を積極的に行う必要がある。 

(3) 継続的な運営維持管理活動の実施及び報告・監理体制の構築 

我が国による無償資金協力援助事業の実施期間終了後も、DSD が持続的に計画立案、

活動記録の作成、管渠系統図の更新を実施するよう、DSD から DPWT への定期的かつ自

律的な作業実施報告体制、DPWT による監理体制を構築することが望まれる。 

(4) 浸水被害モニタリングの実施 

今後も排水改善を継続して推し進めるためには、浸水被害発生状況の定点モニタリング

を実施してデータを収集し、降雨量・排水管路の清掃状況・排水改善のための事業の効果
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等と浸水状況の関連性を確認することで、排水改善事業のマネジメントに活用することが

必要と考えられる。本事業では、プノンペン都に対して相手国負担事項の一つとして、図

R 4.2.1 に示す箇所での浸水被害定点モニタリングを提案している。 

 
図 R 4.2.1 相手国負担事項として提案した浸水被害モニタリング調査地点 

St.92 x St.61 

St.13 x St.154 

St.3x St.240 

St.337 x St.528 

St.317 x St.596 

St.608 x St.618 

St.47 x St.88 

St.287 x St.528 

St.317 x St.592 

St.47 x St.84 
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4.3 外部条件 

プロジェクトの効果を発現かつその効果が持続することで本プロジェクトの目標が達成さ

れるための外部条件は、下記のとおりである。 

• カンボジア国及びプノンペン都の関連政策が大きく変更されない。 

• プノンペン都による急激な運営・維持管理予算の縮小が発生しない。 

• 治安状況の悪化が発生しない。 

4.4 プロジェクトの評価 

4.4.1 妥当性 

プノンペン都では毎年雨季の度に集中豪雨による浸水被害が頻発している。その排水事情の

悪さは、観光ガイドブックで危険情報の一つとして旅行者の注意喚起されるほど深刻である。

本事業の対象地域は、以前より排水機能の改善の必要性が指摘されていたが、対策が進んでい

ない地域である。この浸水被害の問題は、プノンペン都民の生活に支障をきたすのみならず、

カンボジア国の首都機能も麻痺させる事態に至ることが予想され、緊急に改善を進める必要が

ある。 

本事業を実施することの妥当性について、裨益対象、人間の安全保障、施設の運営・維持管

理、長期開発計画との整合性、環境への影響等の面から検証し、以下に述べる。 

(1) 裨益対象の規模から見た妥当性 

本事業で排水施設を建設することで直接的に裨益する地区は、プノンペン都中心市街地

の北部にあるワットプノン北側エリア及びトルコーク地域、並びにフェーズ 2 で整備した

排水機場の集水域である。これらの地域には住宅、商店事務所などが多く存在し、貧困層

を含む多くの一般都民が居住している。特に、プノンペン都内では浸水被害が発生するよ

うな場所に居住している都民は、比較的貧困層であることが多い。 

本事業の実施による直接的な裨益者数は、ワットプノン北側エリア及びトルコーク地域

に居住する人口約 8 万人、フェーズ 2 で整備した排水機場の集水域に居住する人口約 12

万人であり、これはプノンペン都全体の人口 169 万人（2013 年政府統計）の約 12％に相

当する。この他、公設市場、学校、病院等の公共施設が存在しており、居住者と同様に裨

益する。 

また、排水関連機材としての移動式排水ポンプ車の調達は、プノンペン都全域における

局地的な浸水被害の軽減をもたらす。この効果による裨益者は全プノンペン都民と考えら

れる。 

このように、本事業は裨益効果が大きく、地域住民の生活安定、プノンペン都の都市機

能及びカンボジア国の首都機能の維持のために緊急の実施が求められている。 
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(2) 人間の安全保障から見た妥当性 

本事業で排水管路、排水ポンプ場、地下貯留槽等で構成される排水施設を建設すること

により、浸水被害が解消・軽減され、対象地域における下痢や腸チフス等の水因性疾病及

びマラリアやデング熱など蚊を媒介とする伝染病の抑制などの衛生環境の向上、対象地域

に存在する都民の住居や資産の浸水による価値低下の抑制が期待される。この効果は、健

康や生活環境の維持、労働環境や雇用環境の確保による所得の継続など“Basic Human 

Needs”にも合致するものと考えられる。特に低所得者は、水路に近い、標高が低い、排

水環境が悪いといった浸水被害が発生しやすい環境で居住している例が多く、彼らの生活

環境の改善効果が大きいと考えられる。 

(3) 施設の運営・維持管理から見た妥当性 

プノンペン都の排水施設の維持管理を担当する、プノンペン都公共事業運輸局（DPWT）

傘下の排水・下水課（DSD）は、排水施設の維持管理作業実施のために必要な体制を有し

ている。しかしながら、機材の老朽化による作業の非効率性などの要因もあり、これまで

は、浸水が発生した場所を後追いで対処する対症療法的な作業が主となっていた。このよ

うな問題を解決するため、フェーズ 3 ではソフトコンポーネントを導入した技術支援を実

施し、DSD の排水管路清掃能力の強化を図った。 

本事業においても、排水施設維持管理能力の更なる向上と、本事業で調達される移動式

排水ポンプ車の利活用能力を向上させるために、ソフトコンポーネントを導入した技術支

援を実施する。この技術指導により、DSD による排水施設の維持管理能力、及び緊急排

水作業能力が向上し、本事業で建設・調達される施設・機材の継続的な有効利用に必要な

能力が確保され、適切な運営・維持管理作業が実現可能となることが期待されることから、

その妥当性は高いと判断される。また予算面についても、プノンペン都は独自の予算内で

排水施設の維持管理費のための財源を確保している。 

(4) カンボジアの長期開発計画との整合性から見た妥当性 

本事業は、1999 年に JICA 開発調査で策定されたマスタープランで提案された内容に

沿って実施されるものである。また、カンボジア国の国家戦略的開発計画（NSDP 2014-2018）

における戦略の一つである「インフラの整備」の中で提案されている行動計画「洪水対策

と都市インフラの整備」への寄与が期待される。一方プノンペン都は、2015 年を目標年

とする都市開発戦略を独自に策定し、重点分野「社会資本整備と交通」の目的のひとつに

「排水システムの改善」を挙げており、本事業の目的と合致する。 

本事業は、洪水防御・排水改善に関する施設建設及び機材調達といった都市インフラを

整備することで、プノンペン都の排水システムの改善を行い、浸水被害を軽減し、プノン

ペン都民の生活環境の改善と首都機能の安定的維持を図ることを目標としており、カンボ

ジアの国家戦略やプノンペン都の長期開発計画に整合していることからも、その妥当性は

高い。 
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(5) 環境への影響から見た妥当性 

本事業の実施による、環境や社会に対する重大かつ永続的な負の影響は想定されない。

むしろ、排水施設の建設及び排水関連機材の調達により浸水被害が改善され、衛生面、住

環境及び社会経済活動などで正の影響が期待される。 

(6) 我が国の援助政策・方針との整合性から見た妥当性 

本事業は、1999 年の JICA 開発調査によって立案されたマスタープランに沿って実施さ

れており、2014 年 8 月から実施された JICA 開発調査「プノンペン都下水・排水改善プロ

ジェクト」で策定したマスタープランの長期計画にも合致している。 

したがって、本事業は、我が国の援助政策・方針と整合性を持った事業であり、高い妥

当性を有している。 

(7) 国際的取組から見た妥当性 

2015 年 3 月に採択された「仙台防災枠組 2015-2030」において、4 つの優先行動と 7

つのターゲットが合意されている。本事業は、優先行動のひとつである「レジリエンス

のための災害リスク軽減への投資」と整合している。また、2015 年 9 月に採択された

「我々の世界を変革する：持続可能な開発のための 2030 アジェンダ」が採択され、17

項目ある持続可能な開発のための目標（SDGs）のひとつである「包摂的で安全かつ強

靱（レジリエント）で持続可能な都市及び人間居住を実現する」との目標と本事業の目

的と一致する。このことから、本事業は国際的取組から見て妥当性は高い。 

4.4.2 有効性 

(1) 定量的効果 

プノンペン都のワットプノン北側エリア及びトルコーク地域では、本協力対象事業で提

案される排水施設が建設されることにより、2 年確率以下の規模の降雨発生時における浸

水深が 20cm 以下、浸水継続時間が 2 時間以下となり、浸水被害規模が改善される。更に、

浸水被害の発生頻度の軽減も期待される。 
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表 R 4.4.1 事業実施による排水改善効果指標 

指標名 基準値 
（2015 年実績値） 

目標値（2023 年） 
【事業完成 3 年後】 

浸水面積 
ワットプノン北側エリア（m2） 111,600 49,500 

トルコーク地域（m2） 460,800 169,200 

浸水深（上記両地区を対象）（cm） 最大 50 最大 20 

浸水継続時間（同上）（時間） 最長 9 最長 2 

注1) 上記目標値は、2 年確率降雨（平均して 2 年に一度発生する規模の降雨）以下の規模の降雨

発生時における値。2 年確率降雨の強度は、44.8mm/hr.、87.8mm/日。 
注2) 浸水面積は、浸水継続時間が 10 分以上となる面積。 
注3) 排水改善効果指標の確認地点は、図 R 4.2.1 に示した浸水被害モニタリング調査地点のうち、

主要道路であり交通量が多く視認効果の高い地点として、下記の 5 地点を選定した。 
ワットプノン北側エリア：St.47×St.84、St.47×St.88 
トルコーク地域：St.337×St.528、St.317×St.592、St.287×St.528 

 

(2) 定性的効果 

(a) 経済的効果 

本事業において実施する排水施設の建設及び移動式排水ポンプ車の調達による浸水

被害の解消・軽減は、プノンペンで発生している浸水被害による経済的被害発生の防止

に寄与し、下記のような経済的効果が期待でき、プノンペン都の都市開発戦略の目標の

一つである「プノンペン都民の生計が安定する」にも寄与する。 

• ワットプノン北側エリアにある商業エリア、観光エリア、官公庁エリア及びトル

コーク地域の商業エリア、居住エリアにおける洪水・浸水被害による経済的損失

の低減 

• ワットプノン北側エリア及びトルコーク地域における地域浸水被害の軽減による

商業活動の活発化や観光産業の振興 

(b) 環境・衛生改善効果 

本事業の実施による浸水被害の解消・軽減の効果として、下記のような都市環境・衛

生環境の改善効果が期待できる。 

• ワットプノン北側エリア及びトルコーク地域の雨水を効率的に排水し内水氾濫被

害の最小化を図ることによる都市環境（悪臭発生、合流管からの土砂・汚泥・ゴ

ミの散乱）の改善 

• ワットプノン北側エリア及びトルコーク地域の衛生環境が改善されることによる

長期間の浸水による皮膚病や風邪、下痢、腸チフス、赤痢等の水因性疾病の発生、

蔓延の状況の改善 

これらの都市環境・衛生環境の改善は、プノンペン都の都市開発戦略の目標の一つで

ある「衛生・環境状況の改善」に合致している。 
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(c) 交通状況改善効果 

現在プノンペン都では、中心市街地に限らず郊外においても、浸水が発生して道路交

通が遮断され、これを迂回する交通が浸水していない道路に集中し、交通渋滞が頻発す

る事態になっている。また、事業対象地域には市内でも特に交通量の多い道路が含まれ、

多数の都民が朝夕の通勤・通学時に道路を利用している。そのため、この時間帯に浸水

被害が発生した場合、交通渋滞は極めて深刻な状態となり、商業活動のみならず行政活

動にも支障をきたす状態となっている。 

これに対し、本事業の効果として、ワットプノン北側エリア及びトルコーク地域にお

いて浸水による交通遮断が解消・軽減されることによる主要道路や迂回路で発生する交

通渋滞の改善、及び交通渋滞緩和による副次的な効果として、交通事故の減少や道路利

用者の走行の快適性の改善が期待できる。 

これらの効果は、プノンペン都の都市開発戦略の目標の一つである「洪水被害の軽減

を考慮した都市開発」の実現へ寄与する。 

4.4.3 結論 

以上の内容により、本事業の実施の妥当性は高く、また有効性が見込まれると判断されるこ

とから、早期の実施が望まれる。 
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資料 1. 調査団員氏名、所属 
 

(1) 現地調査時 （現地調査期間：2016 年 3 月 28 日～6 月 17 日） 

氏 名 担 当 所 属 現地調査期間 

相馬 厚  総括 
独立行政法人 国際協力機構  
地球環境部 防災第一チーム 
主任調査役/課長補佐 

4 月 24 日 
～4 月 30 日 

松下 剛 業務主任／洪水対策計画 
／運営維持管理 株式会社 建設技研インターナショナル 3 月 28 日 

～5 月 21 日 

下河内 仁 排水施設計画 1 
(施設計画／設計) 株式会社 建設技研インターナショナル 3 月 28 日 

～5 月 8 日 

永田 将 排水施設計画 2 
(排水解析) 株式会社 建設技研インターナショナル 4 月 27 日 

～5 月 17 日 

佐藤 修二 排水施設計画 3 
(ポンプ機器／除塵機) 株式会社 建設技研インターナショナル 4 月 18 日 

～5 月 8 日 

前田 英男 施工計画／積算 株式会社 建設技研インターナショナル 4 月 18 日 
～5 月 8 日 

羽田 智 機材計画／自然条件調査 株式会社 建設技研インターナショナル 4 月 19 日 
～6 月 9 日 

伊藤 恵悟 環境社会配慮 株式会社 建設技研インターナショナル 4 月 18 日 
～5 月 8 日 

 

(2)  概略設計概要現地説明時 （現地調査期間：2016 年 10 月 8 日～10 月 16 日） 

氏 名 担 当 所 属 現地調査期間 

荒津 有紀 総括 

独立行政法人 国際協力機構  

地球環境部 水資源・防災グループ 

専任参事 

10 月 9 日 
～10 月 15 日 

相馬 厚  調査計画 
独立行政法人 国際協力機構  
地球環境部 防災第一チーム 
主任調査役/課長補佐 

10 月 9 日 
～10 月 15 日 

松下 剛 業務主任／洪水対策計画 
／運営維持管理 株式会社 建設技研インターナショナル 10 月 8 日 

～10 月 16 日 

下河内 仁 排水施設計画 1 
(施設計画／設計) 株式会社 建設技研インターナショナル 10 月 8 日 

～10 月 16 日 
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資料 2. 調査行程 

(1) 現地調査時 （現地調査期間：2016 年 3 月 28 日～6 月 9 日） 

Leader
Consultant's PM / Flood

Protection Planning /
O&M Planning

Drainage Facility
Planning (Facilities

Plan/Design)

Drainage Facility
Planning (Drainage

Analy sis)

Drainage Facility
Planning (Pump /

Mechanical Screen)

Construction
Planning /

Cost Estimate

Environmental
and Social

Consideration

Equipment
Planning/Natural
Condition Survey

SOMA
Atsushi

MATSUSHITA
Tsuyoshi

SHIMOKOCHI
Hitoshi

NAGATA
Hitoshi

SATO
Shuji

MAEDA
 Hideo

ITO
Keigo

HADA
Satoru

1 28-Mar Mon

3 30-Mar Wed

5 1-Apr Fri

6 2-Apr Sat

7 3-Apr Sun

8 4-Apr Mon

11 7-Apr Thu

13 9-Apr Sat

14 10-Apr Sun

15 11-Apr Mon

16 12-Apr Tue

19 15-Apr Fri

20 16-Apr Sat

21 17-Apr Sun

22 18-Apr Mon

23 19-Apr Tue ★/Meeting

24 20-Apr Wed Site Survey Site Survey
Meeting with

MOE
Site Survey

25 21-Apr Thu

26 22-Apr Fri
Data

Collection
Data

Collection
Data

Collection
Survey

Supervision

27 23-Apr Sat

28 24-Apr Sun ★

★

Team Meeting / Site Survey

ditto

Data Arrangement

Meeting with DPWT

Data Arrangement

Team Meeting / Site Survey

12

Thu

Confirmation of Schedule & TOR
/ Bid for Topo., Geo., Manhole & Test

Excavation Survey

9

10

18

★

Data Collection /
Preparation for Subcontract Survey

Meeting with DPWT

Data Collection /
Preparation for Subcontract Survey

ditto

Site Survey

ditto

Data Collection /
Meeting with PPCC

Meeting with JICA Cambodia
/　Meeting with DPWT

Data Collection /
Selection of Subcontractor

29-Mar Tue

14-Apr

Meeting with DSD / Contract of
Inundation Condition (E/S) Survey

Meeting with PPWSA
/ Site Survey

Data Collection /
Study of the Project Components

8-Apr

Wed

Wed

Meeting with DOEPP5-Apr Tue

Fri

17 13-Apr

Thu4 31-Mar

2

No. Date

6-Apr

Data Arrangement

Site Survey

Preparation of Topo., Geo., Manhole & Test
Excavation Survey

Data Arrangement

Study of the Project Components

Inundation Condition (E/S) Survey
/ Site Survey

Selection of Contractor & Contract for Topo.,
Geo., Manhole & Test Excavation Survey

Data Collection /
Study of the Project Components

Meeting with DPWT
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Leader
Consultant's PM / Flood

Protection Planning /
O&M Planning

Drainage Facility
Planning

(Facilities
Plan/Design)

Drainage Facility
Planning

(Drainage
Analy sis)

Drainage Facility
Planning

(Pump/Mechanical
Screen)

Construction
Planning /

Cost Estimate

Environmental
and Social

Consideration

Equipment
Planning/Natural
Condition Survey

SOMA
Atsushi

MATSUSHITA
Tsuyoshi

SHIMOKOCHI
Hitoshi

NAGATA
Hitoshi

SATO
Shuji

MAEDA
 Hideo

ITO
Keigo

HADA
Satoru

29 25-Apr Mon
Planning
Design

Site Survey
Data

Collection
Data

Collection
Data

 Collection

30 26-Apr Tue ditto ditto ditto ditto ditto

31 27-Apr Wed ditto ★ Planning Design ditto ditto ditto

32 28-Apr Thu

33 29-Apr Fri
P lanning
Design

Data
Collection

Planning Design
Data

Collection
Data

Collection
Data

Collection

● Data Arrangement

35 1-May Sun

38 4-May Wed

39 5-May Thu Planning & Design
Planning
Design

Data
Collection

Planning Design
Data

Collection
Data

Collection
Data

Collection

40 6-May Fri ditto Reporting Analysis ditto

41 7-May Sat ditto Reporting ditto
Progress

Check

42 8-May Sun Data arrangement ●
Data

arrangement
Data

arrangement

43 9-May Mon Planning & Design Analysis Interim Report

44 10-May Tue Reporting ditto
Survey

Supervision

45 11-May Wed Reporting ditto ditto

46 12-May Thu Report of Site Survey
Result to DPWT/PPCC ditto ditto

47 13-May Fri Data Arrangement ditto ditto

48 14-May Sat Data Arrangement
Data

Arrangement
ditto

49 15-May Sun ditto ditto ditto

50 16-May Mon Reporting Analysis ditto

51 17-May Tue Reporting ● ditto

52 18-May Wed Reporting ditto

53 19-May Thu Reporting ditto

54 20-May Fri
Report to
JICA, EOJ

ditto

55 21-May Sat ● ditto

~ ~ ~ ditto

60 4-Jun Sat
Data

arrangement

61 5-Jun Sun Summarize
Survey  Result

62 6-Jun Mon ditto

63 7-Jun Tue ditto

64 8-Jun Wed ditto

65 9-Jun Thu ●

PPCC : Phnom Penh Capital City ★Mobilization to Phnom Penh Saturday Saturday

DPWT : Department of Public Works and Transport ●Demobilization from Phnom Penh Sunday Sunday

Holiday Holiday

Reporting

Reporting

ditto

Meeting with DPWT

Planning
Design

●

ditto

Team Meeting

Report to EOJ and JICA

3-May

Mon

No. Date

37

2-May

Tue

36

34 30-Apr Sat

Data
Collection

AM: Report to EOJ and JICA

Survey
Supervision

Data
Collection

ditto

AM: Meeting in JICA and DPWT,
PM: Courtesy Call on PPCC,

Kick-off Meeting on IC/R

ditto

Data
Collection

ditto ditto

Planning Design

Data
Collection

ditto

Data Arrangement

AM: Discussion on M/D with PPCC
PM: Site Survey

AM: Discussion on M/D with PPCC
PM: Site Survey

Signing on M/D

Planning & Design
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(2)  概略設計概要現地説明時 （現地調査期間：2016 年 10 月 8 日～10 月 16 日） 

Survey  Planning
Consultant's PM / Flood

Protection Planning / O&M
Planning

Drainage Facility  Planning
(Facilities Plan/Design)

SOMA
Atsushi

MATSUSHITA
Tsuyoshi

SHIMOKOCHI
Hitoshi

1 8-Oct Sat

2 9-Oct Sun

a.m.

p.m.

a.m.

p.m.

a.m.

p.m.

a.m.

p.m.

p.m.

8 15-Oct Sat

9 16-Oct Sun

M/D : Minutes of Discussion Saturday
PPCC : Phnom Penh Capital City Sunday
PPCH : Phnom Penh Capital Hall
DPWT : Department of Public Works and Transport
MEF : Ministry of Economy and Finance
IRC : Inter-ministerial Resettlement Committee
JICA : Japan International Cooperation Agency

Preparation for M/D Discussion

11-Oct Tue

Mobilization from Japan to Phnom Penh

3 10-Oct Mon

Meeting with JICA Cambodia Office (@JICA Cambodia Office)
Internal Meeting (@JICA Cambodia Office)

Meeting with DPWT (@DPWT Office)

Arrive in Phnom Penh

Arrive in Japan Depart from Phnom Penh

Meeting with Department of Bilateral Cooperation of MEF on Project Implementation

Depart from Phnom Penh Site Visit

No. Date

Team Leader

ARATSU
Yuki

a.m.
Report to Embassy of Japan in Cambodia

Courtesy Call on Vice Governor of PPCC
Explanation of the Draft Report and Discussion of M/D (@PPCH)

Finalization of M/D and Preparation for Signing on M/D

5 12-Oct Wed

14-Oct Fri

4

Signing on M/D (@PPCH)

Site Visit

Arrive in Japan

6 13-Oct Thu
Site Visit

Meeting with IRC of MEF on Land Acquisition and Temporary House Relocation

7
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資料 3. 相手国関係者（面会者）リスト 
表敬・打合せを行ったカンボジア国関係者のリストを以下に示す。 

氏 名  (敬称略) 役 職 所 属 

プノンペン都庁（Phnom Penh Capital City: PPCC (Head Office)） 
H.E. Pa Socheatevong Governor PPCC 
H.E. Ieng Aunny Vice Governor PPCC 
H.E. Suy Serith Vice Governor PPCC 
Mean Chanyada Director Administration 
Huot Hay Deputy Director Administration 
Yut Longdy Deputy Director Administration 
So Phannara Director Administration Division 
Sok Chamroeun Deputy Director Administration Division 
Chhay Sopheara Assistant Assistant of H.E. Suy Serith 
Seng Vannak Deputy Director City Management 
Chou Meangchan Director Planning and Investment Division 
Uk Sophal Director Financial Division 
Sin Boramey Director Urbanization Division 
Phal Sophak Deputy Director Urbanization Division 
Suos Chormoni Director Accounting Office 
Nuon Samnavuth Deputy Director Waste Management Division 
Phan Sopheaknita Chief Public Relations and International Cooperation 

Office 

プノンペン都公共事業運輸局（Department of Public Works & Transport : DPWT/PPCC） 
Sam Piseth Director DPWT/PPCC 
Chou Kimtry Deputy Director DPWT/PPCC 
Peov Meng Hai Deputy Director DPWT/PPCC 
Moeung Sophan Advisor DPWT/PPCC 
Pheng Pharinet Officer DPWT/PPCC 

プノンペン都公共事業運輸局下水道課（Drainage and Sewerage Division : DSD-DPWT） 
Dourng Chansarath Cheif DSD 
Chhorng Vantha Deputy Cheif DSD 
Men Sokkhen Deputy Cheif DSD 
Sim Lyda Engineer DSD 

プノンペン都環境局（Department of Environment : DOE/PPCC） 
Choeun Sothon Director DOE 
Khuon Dara Deputy Director DOE 

プノンペン都土地管理・都市計画・建設局（Department of Land Management, Urban Planning and 
Construction: DLMUPC/PPCC） 

Saren Vanna Director DLMUPC/PPCC 
Dy Sanith Deputy Director DLMUPC/PPCC 
Sean Soyany Chief of Cadastral Office DLMUPC/PPCC 

プノンペン都計画局（Department of Planning: DOP/PPCC） 
Kim Chandina Director Department of Planning 

プノンペン経済財務局（Department of Economy and Finance: DEF/PPCC） 
Va Sothea Director DFE/PPCC 
Chey Vimearithea Deputy Director DFE/PPCC 

プノンペン都水資源気象局（Department of Water Resources and Meteorology : DOWRAM/PPCC） 
Mao Bundheurn Director DOWRAM/PPCC 
Chea Ahuchit Office Head DOWRAM/PPCC 

プノンペン都行政区 
Phang Lyda Deputy Governor Khan Toul Kork 
Yous Yuthy Deputy Governor Khan Daun Penh 
Lay Oudom Deputy Governor Khan Sen Sok 
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プノンペン警察（Phnom Penh Police） 
Ouk Samrach Deputy Chief  
Chom Socheat Deputy Chief Military Police 

カンボジア経済財務省（Ministry of Economy and Finance : MEF） 
Chhuon Samrith Director General Department of Budget 
Im Sethyra Director Resettlement Department 
Yen Sophan Deputy Director Resettlement Department 

カンボジア環境省（Ministry of Environment : MOE） 
Pak Sokharavuth Director Department of Air and Noise Quality Management 

Thiv Sophearith Deputy Director Department of Air and Noise Quality Management 

Danh Serey Director Environmental Impact Assessment Department 

プノンペン水道公社（Phnom Penh Water Supply Authority : PPWSA） 
Samreth Sovithiea Deputy General Director  
Chea Satephoat Director Planning and Project Department 

カンボジア電力公社（Electricité du Cambodge）  
Iv Visal Deputy Director Distribution Department 
Somarith Sam  Chief Project Planning of Distribution Technical Office 

在カンボジア日本国大使館（Embassy of Japan in Cambodia） 
Taizo Chiba Second Secretary Embassy of Japan 

JICA カンボジア事務所（JICA Cambodia）  
Itsu ADACHI Chief Representative JICA, Cambodia Office 
Takashi ITO Senior Representative JICA, Cambodia Office 
Togo UCHIDA Project Formulation Advisor JICA, Cambodia Office 
Say Bora Program Officer JICA, Cambodia Office 
Seng Solady Program Officer JICA, Cambodia Office 
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資料 4. 討議議事録（M/D）  
4.1 現地調査時（サイン：2016 年 4 月 28 日） 
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4.2 概略設計概要現地説明時（サイン：2016 年 10 月 12 日） 

 



 

資料 4 - 24 

 



 

資料 4 - 25 

 



 

資料 4 - 26 

 



 

資料 4 - 27 

 



 

資料 4 - 28 

 



 

資
料

4 - 29 

 



 

資料 4 - 30 

 



 

資料 4 - 31 

 



 

資料 4 - 32 

 



 

資料 4 - 33 

 
 



 

資料 4 - 34 

 



 

資料 4 - 35 

 
 

 



 

資料 4 - 36 

 
 



 

資料 4 - 37 

 



 

資料 4 - 38 

 
 

 



 

資料 4 - 39 

 
 



 

資料 4 - 40 

 
 



 

資料 4 - 41 

 
 



 

資料 4 - 42 

 
 



 

資料 4 - 43 

 
 



 

資料 4 - 44 

 
 



 

資料 4 - 45 

 
 



 

資料 4 - 46 

 
 



 

資料 4 - 47 

 
 



 

資料 4 - 48 

 
 

 



 

資料 4 - 49 

 
 



 

資料 4 - 50 

 
 



 

資料 4 - 51 

 
 



 

資料 4 - 52 

 
 



 

資料 4 - 53 

 



 

資料 4 - 54 

 
 

 



 

資料 4 - 55 

 
 

 




	第4章 プロジェクトの評価
	4.1 事業実施のための前提条件
	4.2 プロジェクト全体計画達成のために必要な相手方投入（負担）事項
	4.3 外部条件
	4.4 プロジェクトの評価

	資料
	資料1. 調査団員氏名、所属
	資料2. 調査行程
	資料3. 相手国関係者（面会者）リスト
	資料4. 討議議事録（M/D）




